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1 

 計画 の  

 計画 の  
、 、 ・ 進 、こ ま の 会 ムの

な を ています。また、 報通 ICT の な進 による

業 とい きな 、 たな 会 Society5.01 をもた すと え て

り、 、 業や きく ていく ります。 

県 、 いています 、 ニ の開業などを き

る ています。この を県民 の につな るため、

や民 業などとの ー ー により、 り組 いく ります。 

このため、こ 県 指す を しし、県民の と するとともに、

の実 に た県の り組 の設計 となる総合計画を策定します。 

 

 計画の  
計画 、各 に る県計画の に する、 たな県 の 指 となる

もの り、 20年 の 2040年 ま に 指す き 県の を にする 的な

としての と、 ニ の開業 となる 2030 年を に、こ の

4年 に実施する施策・事業の や 等を にする としての

を つもの す。 

計画 、2019 年度 2022 4 年度ま の 4年 とします。 

また、 計画をま ・ と・しごと 成 26 年 136 に 定する

県ま ・ と・しごと 総合 として るとともに、 改 に る

り組 についても、 計画の 的に にします。 

な 、2015 成 27 年 9 に た な開 のための 2030

ジ に た な開 標 SDGs について、 に いても

合 を た り組 め て り、2030 ジ に た

り ない とい え 、 計画の と を じくするものと え

るため、計画の推進に た て 、 計画の 策 との関 を しな 、推進し

ていくこととします。 

 
1 ー と ジ 実 を 度に 合 た ムにより、 展

と 会的 の を する たな 会を 指すもの 、 5 計画に いて じめて

た 
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 の の 状 
（ ） の進  

通 IMF によると、2017 成 29 年の の実 GDP 成

の きく し 3.8 となりました。 に、 ・ の成 4.8

と、 進 の 2.3 を て り、 6.9 、 6.7 、ASEAN5 5.3

と、 ジ の の成 くな ています。 

関 WTO によると、 的に、 の の び 実 GDP 成 を

よ 1.5 るペー して り、 の ー 、 成 を る

ペー してきました。2008 成 20 年の ー 以降、 の

していました 、 年 び し、 ー な 的結びつき ま ています。 

表 1 の GDP成 の推    表 2 の び と 

実 GDP び の  

 

 

 

 

 

 

 

 

H30 通      H30 通  

、2018 成 30 年 6 に策定した 2018 に いて、

を に成 見 る の を り 、 の成 につな ていく

るとしています。 

このため、 、 ジ の成 や を り いくこと

るとして、RCEP ジ 的 、 FTA 等の を

進めています。また、2013 成 25 年に に した TPP ー ー

定について 、2018 成 30 年 12 に を 11 する

し、 5 、GDP10 、 総 5 とい な しま
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した。 EU・EPA 定についても、2019 成 31 年 2 1 に しています。 

、この TPP等のもた す を すため、2020 2 年ま に ・

業等の 2 2010 成 22 年度 や、2019 年の

・ の 1 標の達成など、総合的な TPP 等関 策 に り ま た

施策を 実に実施することとしています。 

な 2007 成 19 年以降の 総 と 県の県 総 の び を

すると、 ー により 2010 成 22 年に て し、 の に

じています。し し、 の きく びている など、 的に した

のに対して、 県 2013 成 25 年に て 度 見 ます。 

表 3 総 と県 総 の  

 

 

 

 

 

 

 

       民 計算及び県民 計算 

ー の進展 、 だ なく、 の も に ました。

に する 、 ー の 等 2009 成 21 年

に りました 、2013 成 25 年 に じ、2018 成 30 年 273

1,093 と となりました。 、 実 32 8,360 年

19.7 、 度 11,061 年 44.2 と に しています。 

、 ・ 事業 を じめとした の を に、 の

的・ 的分 に る に 定 、 定の ・ を し となる

を 広く ていくため、2019 成 31 年 4 に、 たな とし

て 定 を 設し、 の ・ な と との 会の実

に て り組 こととしています。 

、 、1,000 を した 2013 成 25 年以降も毎年

年を り、2018 成 30 年 3,119 1 と となりました。 
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表 8 県の と の推  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H30 県 計      
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こ した の な を として、 2017 成 29 年

3 に、 ・ 開 る 2020 2 年度ま を計

画 とする たな 推進 計画を 議 定し、 標年の 2020 2 年に

4,000 、 ー ー 2,400 等を 指し、

に る の や、 る る くり、

等の など、 推進に た な り組 を進めています。 

表 4 の推            表 5 の推  

 

 

 

 

 

 

 

                 

県に いても 、2015 成 27 年以降 に り、2018 成 30

年に 16,000 を えました。また、 や 等 する の

しています 、 ・ に しています。 県を る の も し

て り、 の推 2011 成 23 年 2017 成 29 年の 6年

6 に えました。し しな 、 の たりの 価 県

に て い に ります。 

表 6 の推   表 7 の  
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（ ） 4  
的に進 だ 報通 ー の 達や ICT の 的な 及、IoT2、 AI3、

ー 4、 などの を した な ー の により、 4

業 と る きな ー ま ています。 え 、こ ま ー

てこな た の 状況などの 報 ー 、 ー を通じて

て ー となり、 を 析・ すること 、 する の な

や、 の の など となり、 たな 価 を してい

ます。 

表 10 の IoT の の推 及び予  

 

 

 

 

 

 

H30 報通  

こ した 4 業 の たな 、 の を 的に する

としての AI、 としての 、 としての IoT など となるため、こ

ま の ・ の ・ ー の だ た や ー の

になると え ています。 

、こ した 4 業 による たな の 会実 を進め、 ー

と ジ 実 を 度に 合 た ムによ て、

展と 会的 の を する、 の 会 Society5.0 を実 すること

としています。 のため、 、 、 とい 3つの を する

5 通 ム 5G の を進めるとともに、 の実

や、 ジ の推進、 業の ー など な り組 を進

めています。 

 
2 Internet of Things の 、 、 、 、施設など る ー につな り、 報のや

りとりをすること 、 の ー や に く 等 進展し、 たな 価 を すとい もの 
3 artificial intelligence の 、 ま に 的な 、 に、 的な ー ムを る と

と る 、 の定 定ま ていない 
4 ー の 、 ー の 、 ー の 成 ー きく、 の ー ー

や分析 しい ー  
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県の 業 、 業 価 に いて、 業 価 5、

6 と した 成 の 合 ともに も くな ています。また、 業や 業、

・ など 、 と して、 県 に める 価 の 合 い 業と

な ています。 

表 11 業 価 の状況          表 12 県  
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きくな て り、 業や 業など 業とな ていることを してい

ます。 

年の 業 900 1,000 、果実 の を めて り、

、 と いています。また、 について 、 的な る 50 年 以

の の 合 6 を えて り、 も 年 に ります 、

の にとどま ています。 
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表 13 の推        表 14 ・  

50 年 以 の 合の推    
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的な 業 ります。 

表 15 の推  

 

 

 

 

 

 

業 計 及び 

県 業 ー 

 

4 業 による ジ の 、 たな ニーズを す

、定 8に えて 定 に いても ⼈ 進展するため、 の 、

事 、 とい た り、 と の に すると え ていま

す。こ した 業 の に対 した 成や、成 分 への も とな

ります。 
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表 16 に る 業 業 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 実 計画 

2018 成 30 年 6 に策定 た 3 計画 、こ した 会の

を り え、 ての 、 な を き くために な を に 、

きるよ にする 、 の の果たす きいとし、 会の 的な 展を

するための な を 成することや、 び、 きる を えることを

的な として ています。 

的に、 の 業 1 を え、 となる 、事 的 業の

0.44 に ま て り、 県 も の状況 す。 、県 の 県 の

への進 26.6 にとどま て り、県 の を に県 の を す

る 見 ます。 

表 17 業 の 2017 成 29 年 8  
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表 18 への 進 の 合 

 

 

 

 

 

H30    

（ ） の  
の 的な る により、 年 15 64 の

に じて り、2040年に 6,500 を ると見 ま ています。この 、

の だ なく、 の の や の を き、 の

を くします。 

このため、 、2016 成 28 年 6 に ニ 1 総 を策定

し、この に めを 、 も き いを じ る 会、 も も、 年

りも も、 や の る も、 、 、 、 る 、 も

きる 総 会 を 指していくこととしました。 

2017 成 29 年に る の 30 の 業 73 した 、 県の

業 9 より く 78 した。し し、 県の 合 に て 30 の

の 業 7 ど くな ています。 

表 19 年 成の推         表 20 の 業 の推  
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進 だ 、 10 の 会 も り、65 以 の

の 、2040 年ま を る見 す。 や 等の ー を し

た 的な くり、 予 などにより、 の なる も

て り、こ した 100年 に 、 も 県の の 業 い に り

ます 、 ま 、 ての 民に の り、 ての に し

る 会、 して すことの きる 会をつくる ります。 

、 の な を握るの くり 、 への ると え、2018

成 30 年 6 に くり を策定し、 や 等 の

、 の 進など、5つの に いて り組 を進めていくこととしました。 

表 21 の 、 県 業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業       

業 についても、 、 分 の と 業 成 、 民の

の 、 の 、 や の成 に すると え、 業 に

業11 議会を設 し、 たな 関 ー や に関する を進め

ています。 

 
10 の ることなく きる  
11 、 、 関 の 、 ー や の の ・ 進を 的とした 、 ー を総 する  
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また、 き とい の 業 、 の 、 の

くとい ことに対する え のものについても改 しよ としています。2017 成

29 年 3 に策定した き 改 実 計画 、 とりの意 や 、

た の事 に じた、 な き となるよ 、 く の に て、

く とり 、より い の展 を るよ に 度の 改 を い、

業 や も めて えよ としています。 

このため、 や の などの 度の改 に え、ICT

を した な き しやすい や、 や するための 、

て・ と 事の 、 の る の や を した 、

の などに り組 いくこととしています。 

に、 な 、年 や 、 などの 会 の を

しています。 のため、ニ 1 総 、 も きる 1 総

会 を実 することにより、 成 、 によ て なる て や

会 の を するとい 分 と成 の の ニズムを 、こ を

実 するために、 な り組 進め ています。 

会 の となる公的年 、 、 について 、年 改定 ー

や 度、 に る の見直しなどを とともに、こ

を える の確 を り、 度の を める改 に り組 います。 県

の 事 について、 10 たりの 、県 をやや

る 度 す 、 12ごとに ると 見 ます。 

表 22 10 対 施設 事  

 

 

 

 

 

 

H28 ・ ・    

て についても、 的に して り、 の 確 に

 
12 進・ 予 ま 的な を する 、 県の 合 つの

設定 ている 

240.1

231.8

291.2

190.7

114.2

143.4

0 50 100 150 200 250 300 350

・

― 12 ―



13 

な を確 するため、 、2015 成 27 年 1 に 確

を 成し、 の 改善や の 組 の などを進めていま

す。 

表 23 等 及び 等 の推  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） の （SDGs） 
IPCC に関する 13 2013 成 25 年に公表した報告 、

ムの に なく、1950年 以降に た の く 、

年 年に た て ないものとしています。 

表 24 の年 の 年  
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を いて り、 に えて、 の や ・ の 、 の

について、 の ー・ ー 14の に ると え て

います。 

を に 展により の を りな 、こ の による

な に対 していくため、 会 して に り組 いくために

たの 、 な開 標 SDGs す。SDGs 設定 た 17 の ー に

、 の や 、 などの 的なニーズを たすとともに、 成 や

、 ーの確 とい た ・ 会の改 、 や の などの

と に関 る など、 広い分 を います。 

も、2016 成 28 年に な開 標 SDGs 推進 を設 し、2017

成 29 年 12 に SDGs 2018 を 定し、SDGs と した 民

ての Society5.0 の推進、SDGs を とした 、SDGs の い る

・ の ー を 3つの として 、 り組 いくこととしまし

た。 

表 25 SDGs の 17 の ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

について 、 定を踏まえた 会の に た り組 進

め ています。2015 成 27 年 12 に COP21 組 21 会

議 た 定 、 の の を 業 以 に 2

より 分 に えるとともに、1.5 に える努 を すること、 のために、

に 的な 果 の実 を 指しています。 

 
14 の ムに及 す を 的に評価する の つ 、 、 などの 9 の

に して分析を  

（ ） （ ） （ ） （ ）（ ） （ ） 

（ ） （ ） （ ） （ ）（ ） （ ） 

（ ） （ ） （ ） （ ）（ ） 

― 14 ―



15 

、 定への対 として、2016 成 28 年に 対策計画 を策

定し、 標として、2030 12 年度の 果 の を 2013 成 25

年度 26 すること、 的 標として 2050 32 年ま に 80 の 果

の を 指すことを 、 に、 定に く 展 として、

2019 年 6 に 定に く成 としての を策定しまし

た。 

的に の ま ています 、 会の実 びに 実

きま 。 や など広 きる 、 として な

ー り、 ーを めた ー との 合を りな

、 会実 に た り組 を進めていくこととしています。 

、2015 成 27 年 7 に策定した ー ー

見通し に いて、 算の ー を 2013 成 25 年度の 3.6

kl 2030 12 年度の 3.3 kl として を進めるとともに、

ーなどの に CO2 を しない の める

を、2013 成 25 年度の 12 2030 12 年度に 44 ま し、CO2

の 12.4 t 9.3 tに することとしています。 

県 の 、 な を し、 つて を きく ていました 、

の に い、 の 40 とな ています。 、 な や

い とい た を して、 ーの 進 います。 

表 26 と        表 27 県の ー 
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（ ） の  
による 的な 、 にも きな を えて り、この

も 的に くと え ています。 の年 も、 的に 100

年 たり 1.21 の 合 して り、 に 1990 年 以降、 となる年 し

ています。年降 について 、 的な 見 ま 、1 降 50mm

以 となる しい の年 に 見 ます。 

表 28 の年    表 29 1 降 50mm以 の年  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2018 成 30 年 7 、 や 7 の により、 に く

に た 、 を に 的に広い 的な とな

りました。また、 年 9 に に した 21 、24 、 に 2019

年 10 の 19 、 県を めた の 広い に をもた しました。 

通 、 年の を踏まえて の の を実施し、

対策 ジ として、2020 2 年度ま に、 や を

する 果 い 施設や、 に した の 計の設 などを進める

としています。 

、 成 30年 7 を踏まえ 告等に関する を改定し、

この 、 に、 にと るよ 、こ ま の の を

確にし、 報を分 りやすく することとし、 の る 意 の

や の ととる き 等の を ることとし、 県も と

して 及 に り組 います。 
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また、 について 、2016 成 28 年 4 に 、2 の 度 7を め、 度 6

以 の 通算して 7 を した し、 の や に

より、 な をもた しました。 に、2018 成 30 年 9 に 、

を に、 度 7を する し、 な するなど

に きな を えました。また、 を とする 、

30年 70 80 度の確 するとの予 結果 の

て り、 県に いても の 及 と ています。 

て、 の に する直 の についても として ま て

いるとい 指 も ること 、 の対策を じていく ります。 

 

に、 について 、 年、 を じめ、 、 など、

各 して り、 県に いても、 の を り や 県、

関 と した ー の改定などを進めています。 による

、広 に及 こと て り、2019 年 7 に 、 対策の推

進のため、 県 事県となり、23の 県による 推進 県 を

、 対策に関する 度の 実や、施設・設 等の などを に く

き ていくこととしています。 

 

、このよ な による 公 の り組 に えて、広 的な

に 、 民による や を合 る の 指 、

し、 を果た な た ー じた 以降 く

認 るよ にな ています。このため、 、 を すことを

的として、 対策 を改 し、 計画 度を 設しました。 県に いて

こ と ま て、 、 及び公 となり、 に して り組 く

こと るとし、2018 成 30 年 3 に を 定し、 に い

会の実 を 指しています。 

 

などの 会的 に を ると、2017 成 29 年 の の認 15

15 年 3 分の 1 以 にま するなど、 定の改善 見 ます 、

 
15 に いて を認 した 定 た に関する事 の  

― 17 ―



18 

ー ー事 や の 事 、 、 話 、 ー

など しています。 

また、2017 成 29 年の 通事 、 、 、 とも、 年

し、 1948 23 年以降の 計 となりました 、 の

に を じ るよ な ・ な い る り 会

しています。 

県 、2005 成 17 年に 1 以 た 認 に

り、2018 成 30 年に 4,123 ま しています。し し、 話

として 、 ともに い とな ています。 

表 30 計   表 31 話 の状況 
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（ ） の  
、 な 、 と、 的な の や、ICT の 的な進 等

の進展など を り く の を踏まえ、2015 成 27 年 8 に

成計画 計画 を し、 ニ の開業により、 、 、関

の し、 6 を する の となること 、

、 、 、 報を き 、 を する ー ー・ ージ

16の 成を推進するとともに、 と の の 的に

すること 、 、 ・ 等の たな を

進することとしています。 

ニ について 、 ・ の開業 2027 9 年、 ま

の 開業 2045 27 年 8 年 し に設定 、 ・

40 分、 ・ 1 結 るよ にな 、 ま 以 に各

の結びつき まり、 のない の ています。 

県も、 ニ の開業により、 や 、関 との

に 、 の きく ると え ています。 

表 32 ニ の開業による の  

 

等の の について、 、 した ー と

して することにより、 業 や の 進、広 的な ー の 、

の ー の確 などとい た、い る 果 るよ

き き ていくとしています。 

県 に いても、 の 、2018 成 30 年に 11,144km と 30 年

10 、 162km と 30 しています。 も、

 
16 の 成計画に いて た 、 ニ 、 、 の を結 ことにより

成 る  
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の 、 くの や 度 成 以降に 設 たため、 20

年 、 設 50 年以 する施設の 合 まり、 に 進 と見 ま

ます。 

会に いて、 に な を するために 、 の に

いて各 ー を に し すると に、より の

による ー 成 するために な を確 するため、各 を

ー すること となります。 、この ー とい

え により、 としての を めていくとしています。 

このため、2014 成 26 年に と 公 通

改 、 などに、 ・ 等の施設や を し、 する 度

や、 公 となり、ま くりと して、 的な公 通 ー

を するための たな 組 設 ました。 

進 、 の公 通 ー の の や 通事業の い

とともに、 の の確 とな ています 、 に 開 進

展している によ て、 しい ー すること 、

の を すること ています。 

県に いても、 を に公 通の の 見 るとともに、

会 進展する 、 して り、 の確 と

な ています。 

表 36 公 の推     表 37 の推  
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ています。 

も、 の開通 、 ま を たな ー 結 こ

とになり、 への などの や、 を した ジ などと

の の 進などの 果 ます。 

表 33 ・  

・計画 のものを  
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の 、 くの や 度 成 以降に 設 たため、 20

年 、 設 50 年以 する施設の 合 まり、 に 進 と見 ま

ます。 

会に いて、 に な を するために 、 の に

いて各 ー を に し すると に、より の

による ー 成 するために な を確 するため、各 を

ー すること となります。 、この ー とい

え により、 としての を めていくとしています。 

このため、2014 成 26 年に と 公 通

改 、 などに、 ・ 等の施設や を し、 する 度

や、 公 となり、ま くりと して、 的な公 通 ー

を するための たな 組 設 ました。 

進 、 の公 通 ー の の や 通事業の い

とともに、 の の確 とな ています 、 に 開 進

展している によ て、 しい ー すること 、

の を すること ています。 

県に いても、 を に公 通の の 見 るとともに、

会 進展する 、 して り、 の確 と

な ています。 

表 36 公 の推     表 37 の推  

 1996年度を 100とした 合  
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や 状 などの ・ 、計画 て り、

に る の や各 の 、 ニ との を進め

ています。 

も、 の開通 、 ま を たな ー 結 こ

とになり、 への などの や、 を した ジ などと

の の 進などの 果 ます。 

表 33 ・  

・計画 のものを  
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（ ） の  
の 2008 成 20 年を ー に に ています。総 の

推計によると、2018 成 30 年 10 1 の総 1 2,644 3

り、 年に 26 3 の と、8 年 の となりました。こ した 、

県の も、 年 5,853 の 81 7,480 となり、 いています。 

的に も して り、2018 成 30 年の 年 に ま た どもの

年 2 7 り ない 91 8 となりました。 県に いても、10 年

1,350 、20 年 3,000 の 5,556 とな て り、 と

の に ります。 

年 分 ると、年 15 及び 年 15 64 ま

の と 65 以 の り、 に進 いま

す。 

表 38 の総 ・年 3 分 の推  
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、2018 成 30 年の 、 県、 県及び 県の の

の 3 に する 3,658 3 にの り、 として

進 しています。 年の への 13 6 となり、23 年

の を しました。この の 年 り、 つ、 年

の に ります。 

年の の合計 、 の 1.20 とな ている 、

県 1.33、 県及び 県 1.34 と にとどま ていることを え

ると、 に まる 会的 に を る にな

ていると ることも きます。 

表 40 ・ の の状況 
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このよ な 会的 、 に する 県にも きな を えています。

・ の状況を年 ・ に ると、20 な とな て り、

また、 への の き していること えます。 年 の

を 指した県 進 、とり 、 に いて の より いこと 、 県

に る の をもた して り、 の い 会の とも ま て、

年 している状況も見 ます。 

表 42 県 の の の状況 2018年  
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直 する ・ とい 的 に対し、 に た て

る 会を する 、2014 成 26 年、 に ま ・ と・しごと

設 ました。 年 12 に ま ・ と・しごと ジ

とともに、 2015 成 27 年度 2019 年度ま の ま ・

と・しごと 総合 策定 、 にしごとをつくり、 して るよ

にする 、 への しい との をつくる 、 い の結 ・ ・ て

の を なえる 、 に合 た をつくり、 なく しを るとともに、

と を する の 4つの 標のもと、 り組 進め てきました。 

また、2019 年 6 に ま ・ と・しごと 2019 策定

、2020 2 年度 じまる に た て 、 たに を て す 、

も きる 会をつくる などの に を いて施策を進めることと

ました。 

の きに 、 県に いても、2015 成 27 年に、 県ま ・ と・し

ごと ジ と、 ジ に く 展 を実 するための 県ま ・

と・しごと 総合 を策定し、 に した の確 、 の を

の 成、 の の による の 、 ことにや しい くり

及び る くりを 指した り組 を進めてきました。 

、 の に関し、 に る の と

として な状況 に め るよ な状況に な ていない

との 状認 を し、 組の め る と総 しています 2019 。

、 的・ 的な る に い、こ に めを

て に を り していく の い 策 り、 県としても、 を にする

とい の を し、 と をとりな 、 とも り く り組

いく ります。 
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 の  
（ ） の  

に た て 県 展していくために すこと きる として 、

通している ー な成 と ICT の 展、 県の る た

、 通 等の改善、 た に関する として、以 のよ なもの

え ます。 

 

ー な成 と ICTの 展  

① の ジ の い成  

② も成 の い に  

③ TPP等による な の  

 ・ 開 を とした の なる  

 ICTの による 、 価 の い ・ ー  

 

た  

① 業の  

② を じめとする  

③ 1 の ど 、もも、すももなどの果 業 

 として な の  

 や 、ジ ー、織 などの る 業 

 や などを した ー 

 

通 等の改善  

① による広 的 等の確  

② ニ の開業による との  

③ の実  

 

た  

① も の  

② や の い 業  
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（ ） の  
に た 展を実 していくために 、 した を しな 、

以 のよ な を していく ります。 会 や の について 、

として していく も ります 、 について 、 に 県の

を しな り組 く ります。 

 

 

① 4 業 などに対 した 業 への  

② ジ 等への果実などの  

③ の び  

 報通 業等の  

 ニ 開業 果の 県への 及 

 

会  

① 年 の県 への  

② ICTの進 など に対 した 成 

③ て 、 き 改 等による も きる くり 

 ・ ・ な の確  

 等の の確  

 話 対策等 な の確  

 ニ の 、  

 

 

① な の と  

② 対策の推進 

③ な 会への  

 する や への え 
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 理  
（ ） の  

的に ・ 進 する 、 の に る 県に いて 、

や県民 に関 した な に り組 い な なりま 。 

の 、 ニ を じめ、 、 状 など、

県民の に をもた す の ジ 進 す。 的にも、

の 以 の開通 1903 36 年 や、 の

の 開通 1982 57 年 、 県の 展に きな を果たしました。 

また、ICT の 的な 及や、AI、 ー 、IoT などの 報通 の

な進 により、 的に 業 と る 進 います。 る分

の ジ 進 、 業 や 会 きく としています。この

な に的確に対 き 、 直 している な を する となる

も ります。 

 

、この きな 、 会を県民の に結びつ 、 に て 進 する り

組 め ています。 して、県民 とり 、 より くな たと 実

し、 より くなると 確 きる、 と と る 県を

るために り組 い な なりま 。 

計画 、 県 指す き を 県民 とり を実 きるやまなし

とし、県民の に り いな 、県民の も 、 、関 、民

業、NPO、 ・ 関などとの ー ー により、この の こ 、

も 分 る り、 にな る となるよ 、 とり く や

を実 きる県、も と と を実 きる県を 指します。 

 

（ ） の  
指す き 県の の実 に て り組 を進めるに た て、ま 、

と どのよ なもの る を える ります。2017 成 29 年に実施した県

民意 、 の ージとして、 の 51.6 の も く

なりました 、 的な とり 39.7 、 な 37.5 、 や

い 36.4 、 ま た 関 31.8 なども い した。 
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表 44 の ージ 

 

も い 及び 2 に い  

H29県民意  

会 として になり、価 するな 、 しも

的な を意 しなくなり、県民 とりにと ての も しています。

また、 の ージによ ても していくと え ます。県民意

も、 の について 年 るに て していく 、 会 を

める、 しく めた りの 年 、 や い も くな て り、

的な 定 を確 するためにも、 の として、 る 度の や

と えていると ます。 に、 て るとともに、 会に いても

を い、 な を果たしている 30 50 、 的 とり ること

ると える 合 くな ています。 

として 見 ま 、 の 度成 のよ な な 成 見

い 、県民 とり える る を実 するために 、県

として 、 会、 、 の を ・ な 、県民 とり

の の を ていくこと となります。 

り組 きた の を するための 分な ー の や、

を るための を り す 業の などにより、 会としての 、 公

の を確 するだ なく、 的な 事や となる の や、 の

実などにより、県民 とり つ や を す 会と する を し、

の各 に いて 実 を達成し、 分 しく すこと となるよ な

としての 、 に ー ー た を ること きるよ な

くりを進めることとします。 

 

 

 

全体 男性 女性 18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上
心身の健康 51.6 48.8 54.5 35.0 35.6 39.2 52.6 52.2 62.4 60.7
時間的なゆとり 39.7 38.1 41.5 37.5 34.7 53.2 44.0 47.4 32.2 28.8
快適な居住環境 37.5 38.4 36.6 32.5 29.7 37.4 40.5 39.9 41.1 34.1
収入や資産が多い 36.4 40.0 32.6 47.5 51.0 50.5 41.2 35.2 29.9 16.5
恵まれた人間関係 31.8 30.3 33.5 32.5 29.2 35.1 37.1 29.0 28.1 32.6
恵まれた自然 26.1 26.6 25.6 32.5 25.7 20.3 18.6 21.5 28.7 40.4
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（ ） の  
指す き 県の を実 するために 、 に進 する や きく しよ

としている 会 に対 しな 、 会 と 、 の価 を めていく

ります。 

 ま 、県 の により、 たりの県民 の など、 的な

を ・ ていくための り組 を進めます。 的に 、 県の を

に しな 、ICTを した しい ー を する、業 の を るな

ど、 に対 した 価 の い 業の に り組 、 的な 事を やしてい

きます。 

 して、 を への な により、 の を ていく 、

を しな きる となるよ に、 つ や を

すため、 、 び直しの ま 、 な の を します。 

 また、年 、 、 や の 、 、 てや などの 事 等に関

、 の しく して くこと きる の などを進め、 な

の や 、 を通じて き、 も き いを じ、 な

を きる 会 くりを 指します。 

 に、 ・ ・ の 実や、 と した な 会への

により、 ての の を て、 したり、 にな た 合も

分な を ること き、 して すること きる 会を します。 

 して、こ した 業や を える となる各 の や、 ・

の り組 を進めるとともに、 しを える な や ニ くり

を ります。 

 な 、こ した り組 を 果的・ 的に実施していくため、 な の確

に努めるとともに、 に て 展していくための 的な ジを

を します。 

 

計画 、こ の り組 の を の 5つの と 改 の り組 に

し、計画的、 的に り組 いくこととします。 
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 の の  

業の や果 を とした 、 な 、 を

じめとした 、 ニ の開業など、 県の を して、

県 や の を 的に り とともに、ICT を した しい ー

など、 に対 した 業の を推進し、県 の を りま

す。 

  の  

 

 の  

どもた とりに き合 た、きめ の い

る を実 、 の 業との などによる 業 の 成を進

め、 県の を の 成・確 を るとともに、 ー ・ の

を進めます。 

   

 

 の  

て の 実や き 改 の推進、 業 の などを進めるこ

とにより、年 、 、 や の 、 、 の事 等に関 、

も を通じて、 の しく き、 すること きる

くりを進めます。 

  進  

 

 の の の  

の に る の なる など、 も して す

こと きるよ 、 ・ ・ の 実を るとともに、 の

や 対策の推進など、 な 会への を進めます。 
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の  

業や の となる 通 などの を進めるとともに、

・ を めた の対 の や、 しを える や

ニ の ・ の を り、 ー ・ に たり、 業や

の くりを進めます。 

   

 

こ の を推進することにより、 直 している な 会 ムの

の を りな 、 に て 展していくために 、県 とな

て、 たな施策に 的に ジしていくとともに、 となる の確 な

ど な の を る ります。 のため、 改 への り

組 を進めます。 

また、 、 な 県の 、 り組 によ て 、対 に

る 合 り、 に関する など、広 的に していく る

分 も しています。 のため、 や 県、 県、 県、 県とい

た 県を とした 県と して、 通の のための り組 を進め

ていきます。 

、 県 直 している について 、こ の施策の総合的な結果 の

対策となります。 を 、 を を 、 も き、 ・

・ などの を 実 ることにより、 も やすい になる

こと 、 の を えていきます。 
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４ 2040 の の  
県 指す き る 県民 とり を実 きるやまなし の実

に 、 会としての とともに、 としての るよ な く

りを進めていきます 、 の 的な として、5 つの 2040 年の 県の を設

定します。また、 、こ の のもと の 県 の を展 してい

きます。 

 

（ ）  
ー に進 や の に え、 ニ の開業や

の開通により、 県の や 、 して 報の きく しています。こ

の を り 、 への県 の や、 に対 した ー の

、 ー 業の など 進 います。 

また、 4 業 による 業 の に対 きたこと 、県 の 業 、

、 進 、以 に て した 年 を い、 関

業や の ー17関 業などに いて、 たな や ー の に り

組 います。 

このよ な い 価 をもた す 業 えたことにより、 的な 事や と

なる え、県 の などにと て、 分な を な 、 分の と

を すこと きる とな ています。 

 を とした 業 に え、 と やももなどの果実、県 の FSC 認

18などを た 、ジ ーや織 、 ジ を とした な

に るなど、広く県 や の を り います。 

 な に ま な 、 と ニ により 30 分以 結

ている を して、IoT や 関 の ー 業など

しています。 

 ・ 、 ー ー の ー とな たこ

と 、 くの るよ になり、各 に ー

ー るなど、 も 実しています。 

 県 各 の の を き るとともに、表 の や、通 AIの

 
17 ー 、 や 、 、 など 10 指定 ている 
18 に した な ていることを 的に認 た る  
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により、 する に対 すること 、 くの

、県 の な を 、 たりと の を し います。 

 業や 業の分 に いて、AI や IoT、 ー 、 の などの

進 、こ ま た 業の や、 な て

も も に こと になりました。 

 の や を した ー 19など、 たな の ー

広 り、 の ・ ・ を 、 組 いてい

ます。 

 

（ ） の  
と たりの ・ の り、 達 や の 等について 、

成する ーム に対 すること 、 ・ とりに き

合 え、ICTの と合 て、 の や に じた を て

います。 

また、 どもの な や の 、 の 業を 会 実し、

や ー に し も く、 の や 分の の を

広 ること きる ています。 

に、 県 業 めている の 報や、 い として び直し きる 会

実し、 県の 業 としている の確 ・ 成 ています。 

 ICT を した映 なども いな 、 とりの や に じた

、 ども し な きるよ にな ています。 

 達 や に る 合など 、 だ なく、 ー

ー20や ー ー ー ー21などの ームとな て対 す

る え ています。 

 に し 会や 分 表する 会 実し、 な を るため

の ています。 

 定 するとともに、 る ー について の

 
19 等 する な 等 、 、 等 や 、 等 を の 等も

とするよ な ー  
20 に る の 実を ることを 的に、各 県・指定 に いて る、 の

に関して 度に 的な ・ を する 等 
21 いじめや 、 など、 や の を える どもを する の 、 ども だ な

く、 や 、 、 など の に き て を る 
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に じた指 を ること き、 ー をすること しま ています。 

 業を を 成するための や により、 する の確 ・

成 ています。 

 

（ ）  
とりの や ージに じた き となり、

ー 22 の や 23 の業 、 に の を るなど、

や にと ない き にな ています。 

また、 や年 、 、 や の 、 などの 事 に 、

も 、 会の い として、 や の となる 、 に

した や の も め、 や しています。 

に、 会 どもを てる意 いて り、 の結 や の

い、 して の を いく 会とな ています。 

このよ な ことにより、 も 、年 、 、 や の 、 、

てや などの 事業等に関 、 の や を した の を見つ

ること きるよ にな ています。 

 などの 見直 、 てや の とい た の事

に合 た き となり、AI を した の 及などにより

事も 、 と ごす や 分のための えています。 

 や の などに 、 の に じて、 や の

とな ています。 

 て や ニ 、 る 、 に対 した など、 な

の き することになり、 いの や を し合える

たり とな ています。 

 どもを てる 、 ての など に きる

ています。 

 的な に え、 分 しく きる 確 ること 、 の

への 、結 や どもを つことをため ていた の に

ています。 

 
22 ICT 報通 を し、 や を に きる な き  
23 ・ たとこ に設 する のための  
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（ ）  
や などにより、県の 結 、 ・ の を え、

業の となるとともに、 を に に な や などによる公

通 、 を えています。 

また、 こり る に対 した 、 のための施設 るとともに、

に どのよ に対 する 、 のための なども ていま

す。 

に、 の となる ニ し、 のための 報など 広く

、 に するための ています。 

 開通し、 ま つな るとともに、 状

など県 各 を結 広 ー 、 に 及した

により、県 のどこにも に きるよ にな ています。 

 ニ により 、 、関 と結 、 の

ー ー・ ージ の となるとともに、広 ー

や に した などにより、県 各 ニ に

きるよ にな ています。 

 ージ の とも ている ニ による

果を して、いつも の きな な に

に たり、 と を き しな をするなど、 な

とな ています。 

 に きる による公 通 及し、 分 に

を ること となり、 にな ても に きるよ にな ています。 

 や 、 などの した 合に、 を にとど

めるための 報 や のための 組 ています。また、 の

に る への意 まり、 の など の

確 しています。 

 の の実施や、事 の 報 や 対 による の

など 進 、 ー 26の確 等による の の など、 な

確 ています。 

 
26 対 となる もの の を し、 することを にすること。 

36 

（４）  
予 ていたよりも え たものの、 の 合 こ ま

となりました 、 も くりに ること 、 し、

を しています。 

また、 や 、 に る の確 や、 ・ ・ の の ・

実に え、見 り等を 及したことなどにより、 も

して すること きています。 

に、 などの の についても、 な の と

の の り組 や、 や ーなどによる ・分 ー

ムの 及 進 、 な として り組 よ になりました。 

 や に な 確 るとともに、ICT や の 達によ

り、 や 24による たり となり、 な ー

を ること きる ています。 

 ー を して、 とりに な ム る

ことなどにより、 に びています。 

 見 り等を 及したことなど 、 し ても、

して すこと きるよ にな ています。 

 ー に る り組 広く るよ になるなど、 な

の のための り組 と、 な く進 、 な

会 くり 進 います。 

 な や を した ーや、 を した CO2

ー 25の 進 、 を した ムや

及しています。 

 県の や などの を した 実 、 たな県 として

確 しています。 

 県 などを た に りやすい の る る

とともに、 ー を じめとした な ー し、

3Rの え たり のものとな ています。 

 
24 た 、 よび 成 る な ム 
25 や に を しない  
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（ ）  
や などにより、県の 結 、 ・ の を え、

業の となるとともに、 を に に な や などによる公

通 、 を えています。 

また、 こり る に対 した 、 のための施設 るとともに、

に どのよ に対 する 、 のための なども ていま

す。 

に、 の となる ニ し、 のための 報など 広く

、 に するための ています。 

 開通し、 ま つな るとともに、 状

など県 各 を結 広 ー 、 に 及した

により、県 のどこにも に きるよ にな ています。 

 ニ により 、 、関 と結 、 の

ー ー・ ージ の となるとともに、広 ー

や に した などにより、県 各 ニ に

きるよ にな ています。 

 ージ の とも ている ニ による

果を して、いつも の きな な に

に たり、 と を き しな をするなど、 な

とな ています。 

 に きる による公 通 及し、 分 に

を ること となり、 にな ても に きるよ にな ています。 

 や 、 などの した 合に、 を にとど

めるための 報 や のための 組 ています。また、 の

に る への意 まり、 の など の

確 しています。 

 の の実施や、事 の 報 や 対 による の

など 進 、 ー 26の確 等による の の など、 な

確 ています。 

 
26 対 となる もの の を し、 することを にすること。 

36 

（４）  
予 ていたよりも え たものの、 の 合 こ ま

となりました 、 も くりに ること 、 し、

を しています。 

また、 や 、 に る の確 や、 ・ ・ の の ・

実に え、見 り等を 及したことなどにより、 も

して すること きています。 

に、 などの の についても、 な の と

の の り組 や、 や ーなどによる ・分 ー

ムの 及 進 、 な として り組 よ になりました。 

 や に な 確 るとともに、ICT や の 達によ

り、 や 24による たり となり、 な ー

を ること きる ています。 

 ー を して、 とりに な ム る

ことなどにより、 に びています。 

 見 り等を 及したことなど 、 し ても、

して すこと きるよ にな ています。 

 ー に る り組 広く るよ になるなど、 な

の のための り組 と、 な く進 、 な

会 くり 進 います。 

 な や を した ーや、 を した CO2

ー 25の 進 、 を した ムや

及しています。 

 県の や などの を した 実 、 たな県 として

確 しています。 

 県 などを た に りやすい の る る

とともに、 ー を じめとした な ー し、

3R の え たり のものとな ています。 

 
24 た 、 よび 成 る な ム 
25 や に を しない  
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 な の ・ や、 の や に した な くり

て、 な ています。 

 してきた ムーズに の になじ こと きることに え、 き

を した や など え、 ニ の

ています。 

 

（ ） の （ ） 
   ここ 、 ま の 設定 た 2040 年、 に の の 2060

年に て、 県の の や などの 状を分析し、 を し、 状

した 合と、 策 に的確に対 して の 果 した 合とを 定して、 県

の を展 していきます。 

 

① の 状 

 

 会 ・ の推  

2018 成 30 年、 県 の の 4,359 、 会

の 2,454 り、 年、 会 と ともに進

しています。 に 、 会 に を る の といえ

る状 じていると え ます。 

の  

い の 会 県 の の につな り、 の の をもた すこと。ま

た、 の り し に たり なる を き こしていくこと。 

表 45 会 ・ の推 県  

 

 

 

 

 

 

 

 

計 、 民 報告 総  
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 の の  

 

 の 年 に の しい 

2018 成 30 年、県 への 2,454 の 8 に たる 1,948

20 24 の め、 に の の 1,149 とな てい

ます。 

 こ を と に分 て ると、 度 す の

と なく、 い の U ー ・I ー の きの に ています。 

表 46 年 ・ 県、2018年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民 報告 総       

表 47 年 ・ 県、2018年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民 報告 総       
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 の  

県 の の り、 合計 2,466 、

2,367 とな ています。 、 、 及び の合計 る

と、 4,709 、 4,245 り、 との し き 、 908 、

1,302 の とな ています。 

表 48 ・ 県、2018 年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民 報告 総       

 

 年 を する  

の ると、 20 24 の の 4 にの

るなど、 の県 を して を ています。 

表 49 年 、2018年  

 

 

 

 

 

 

 

 

民 報告 総       
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 く 

県の 15 49 の り て り、こ に て も を

ています。2018 成 30 年の 5,556 、10 年 20 の 、20 年

35 の とな ています。 

表 50 と 15 49 の推 県  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 、 推計 総     

 

県に る合計 、 年 い やや に ります 、

の のもの ているため、 を し る に な ていま 。 

表 51 と合計 の推 県、  
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 年 と 年 まり 

県に る 年 、 に りました 、 年 いに

じ、2018 成 30 年 31.1 、 29.3 とな ています。 

表 52 年 の推 県  

 

 

 

 

 

 

 

 

計        

 

県に る の の の 年 を ると、 を する年

に りました 、2015 成 27 年 2017 成 29 年に て

いの 30.5 推 しています。 

表 53 の の年 の推 県  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計        

 

表 52・ 表 53 に るよ な、29.3 、30.5 、とい

県 の 的 を えると、こ の年 表 46

とな ていること を 進する きな ること ります。 
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 2018 成 30 年の 県の 20 24 の 1,149 、2019

年 2043 25 年ま の 45 49 の年 にな た ま に及 す

の 、 よ 1,600 と 算 ます。 

 、 の合計

の 1.20 2018 年 とな て

り、 1,600 もの ども

ま ま 。 と の のこのよ

な関 県に 通の

もの り、 的な の

にな ていると え ます。 

 した て、 的 い

県 こ した に て 年

を り す 努 を ること

、 の とい

も と え ます。 

 

 の に るもの 

 の の進 により、 を 、 会の る

の と ま て、 の 年 しています。 

 こ ま 見てきたよ に、 県の す き として 、 年

の により 進 、こ の を していることと、県

にとどま ている の きく ていないことなど ます。 

表 54 ・ と の推 県  
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② 状 した の 展  

状のまま推 した 合 を 定 以 展 すると、 県に いて 、

会 を する の に進 していく となります。 

について 、 会の として の ま 、

の のものも てくるため、2040年以降 や に に じます。 

、 し 、2060 年に 2,200 度にま し、2060 年の

の 8,400 度にま すると見 ま ます。 

 2018年の各年 の と合計 1.53 以 も した 合 

表 55 会 ・ の推 展  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 56 ・ 、 の推 展  
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展 のもと 、 年 の ーム り となり、 ー

の る の による 業 の や の など、 の

して り、 しにく と き なる を

し、 の に と え ます。 

表 57 成の 2015 年 2060 年 県  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状 した の 県 たどり ない のよ な 、 とも し

な なりま 。 

 

ー ンの し するチャンス し しま た  

 ニ の開業により、 ・ ・関 の 合し、

も き 、 の ー ー・ ージ 実 している。 

 この ージ 、 に し、 ニ の

も の を り 、 なる 展 実 している。 

 し し、 年 ま となり した 、 ニ の ・ の

ため に 、 ージ の 展 り 、通 る県となり、 と

に つつ る・・ 
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③ を えるための と の設定 

計画の として た 指す き 県の 県民 とり を実

きるやまなし に て、② た展 と なる の展 を き、 の

実 のために り組 いく ります。 

こ 、 県の 状を踏まえ、 、 的に り組 きこと を します。 

計 ー 、 県の として、 の に てこない・ し

てこない 状 、 県 の きく ない 状 、 30 40 の て

とな て り U・I ー の き い 状 び ります。こ

の 状を すると、 年 の を い、 の に たりと

めどなく していく るため、 として に 意する ります。 

の対 の として 、 の推進 、 ・ て の 実 、

の による な の などに を きつつ、 る施策を総

して の と 状の に いく ると え ます。 

への対 の を しますと、 のと り す。 

 

表 58 年 ・ 県、2018 年  
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 策 への対 果を ていく の 展  

    

 の  

    策 への対 の 果 した 合を 定 以 展 すると、

設定 た 2040 年以降、 となる のよ な 実

していると え ます。 

 

 20 24 的な 事・ の えたこと 、 の U ー ・I ー も に

なり、 に 。 の 果 にも 及。 

 30 44 に え、 て や 実したこと 、 ての U

ー ・I ー え、 ども も めて へ 。 

 65 69 定年 の U ー ・I ー の となり、

に。 

   

表 59 年 ・ 展 、2040年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 の  

 合計 に して 2030年に 1.87 県民 に、2040 年以降

2.07 に達した 定する。 

 会 に して、 ニ の開業 10 年 し

た に に する 年 100 度 つ 。 
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 と 見 ま る 

展 のもと 、 会 合計 、 に に い、

の につな ること にも め ています。 

この展 に る 、2060 年に いても と 等の る 5,600

度 確 て り、 年の の 5,100 度に ると見 ま

ます。 

 

表 60 会 ・ の推 展  

 

 

表 61 の推 展  

 

- 8,000

- 6,000

- 4,000

- 2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

1970 1972 1974 1976 1978 1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2025 2035 2045 2055

6,168 

5,597 

3,725 

2,211 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

の  

3,400 の

 

 

5,500  

 
 

推計 

― 48 ―



49 

0 10,000 20,000 30,000

010,00020,00030,000

0  4 

5  9 

10  14 

15  19 

20  24 

25  29 

30  34 

35  39 

40  44

45  49 

50  54 

55  59 

60  64 

65  69 

70  74 

75  79 

80  84

85  90

90 

2040

0 10,000 20,000 30,000

010,00020,00030,000

0  4 

5  9 

10  14 

15  19 

20  24 

25  29 

30  34 

35  39 

40  44

45  49 

50  54 

55  59 

60  64 

65  69 

70  74 

75  79 

80  84

85  90

90 

2060

 成 に てる 定 へ 

展 のもと の 、 年 の し、 として た

に し りした の い となり、 に てる

成とな ています。 

 

表 62 成 県、2040 年  
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 展 に る と のす た 

 展 の実 に て 県 たど ていくこと ましい 、 の

のと り くこと きます。 

 

表 64 展 に る と のす た 

 

 

  展 の実 を にする 県の  

（やまなしライフの が しはじ る） 

 県 、 やまなし の の を県民の に認 していただこ と、

のよ な ー に努めてきました。 

  にす る に く、 り も 分 る  

  に とり る 通 い 事 た の ー な も 分 て

る  

  的に とり る も 価も め、実 な も ない  

  きなことに つ える も  

  くにいる の と 会 にな ても びやすいし、 た にも会 て

しやすい  

  てしやすい て 実している して て きる  
 

 このよ な り組 により、 やまなし す 、 し りに関する 定 と、

県 に る やまなし への の を てきました。 
 

  たとえ 、 ども・ の意 と に関する 県、 成 30 年度 の結果によ 、
いる に を じる また ど といえ を じる と した 18 20

の 、H24 結果 81.4 2.1 の 83.5 、 じく 21 23 の H24
73.1 4.6 の 77.7 とな ています。 
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（2020 年からチャンスに満ちた時代がはじまる） 

 2020年 、 ・ の開 、 ・ ジ

の開通、 ニ の開業など、 県にと て たな の を き の

会 、 しに ま た となります。 
 

 ニ 的に ・ ・関 の を結 こと 、 6 を

する の ー ー・ ージ 成 、 県も の とな ていき

ます。 ージ の とも る ニ の に、 の も ま て、

の や を る 県に き きな もた ます。 

 

（大交流時代の中で『やまなし』の良さが生きる） 

 ニ の開通による 的な 、 き や し を する た

と を し、 への通 や通 、 への ・

など、 と にまた た しい の 及を な します。 
 

 また、 と の の える ニ ー の 会や えることにより、

ニ を して ージ の 6 と つな る こと きるよ にな た県民、

に 年 の意 や にも じ、 の と の広 、 の

に関するより 的な もた るよ になります。 
 

 県の にと て ージ の にな ていくこと 、 年 の の 会

より ・ していきます 、 、 やまなし ージ の に

と ての の となり る を することになります。 
 

 この を し、 な 、 き いの るしごと、 を ことのない

ニ の など やまなし の を広 に ること 、実に な

やまなし をめ すことになる し 。 
 

 に、このよ な の の 、 県 ま た た に やまなし の し

やす などの を 見・ 認 する 会をもた し、県 定 につな ていくよ な

を だすものと ます。 

 

（ライフコースの多様化で出生率は向上する） 

 の による 業の 、 の 、 の の により、 やまなし

の に な とのつな りや ー ることになり、 会の なく

きるよ になります。 
 

 て、 の実 業 に成 と とりをもた し、県 業等 の に

しく、 的な や ー に した 業 度を 意する をとること

ー にな ていきます。 
 

 の に対する きにく を じ、 の 結 して や どもをもつ

ことをため ていた の 、 業 の 実と 的 により、 ・ とも

に います。 
 

 の結果、結 して をも 、 てをしたいとい の る 、 の い に

を なえよ と ジ に え、 する ま ていきます。 の結果、 の 、

年 の 、 の 実 します。 
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53 

 まとめ 

    、 的・ 的な り、 に を 、

に じ るよ なこと きま 。 

    、年 成の を いつつ していくもの り、 年 する

する 1 、 年 の するとともに

・ に じる 2 、 年 の し

も していく 3 の を て進 すると ています。この 分に

と、 県 1 に すると え ます。 

    、 2 、 3 に ること ま 、 した に

いても、 の や な を 、 県民 や に

える を に い め、 に し ること きる 県の を

ていくために 、県 もとより、 業、 や県民の 認 を し、 の

い り組 を きに ていくこと す。 

 

    この ジ に いて 、 的に ると 県の総 50 の

定するものとして り、こ に ると 6 く いの となりま

す。し し、 に の たとしても、 のやまなし 、AI、IoT や

などの の 会実 進展することにより、 の や 業の

的に まるとともに、 ニ や による の な

と 進 、 ー ー・ ージ の 県の を した確 た

る を することにより、県民 や 業の な ることなく、 に

す とり を実 しな 、また、 に の を な 、

したい し ることの きる とな ています。 

 

    に る 公 の として 、県・ ともに、より 的・

果的な の に の努 を な 、成 を る県 業

の と 価 の を として 分な を確 した 、 会の に

て も する ニーズに的確に対 し、 民の のため

ー を な し ていきます。 

 

    計 ー ると、県 の合計 や 年 、 1 年 に

52 

 総 ・年 分 の 推計 

の 、 の の年 成を に推 していくもの るため、 の   

きな として いていくこと ま 。 

し しな 、 展 実 してい た 合に 、 の や な  

、年 及び 年 の 合 に じ、 的に 及

び 成 定的に推 していくことになります。 

的に 、2040 年の総 69.1 年 9.2 13.3 、 年

33.7 48.8 、 26.2 37.9 、2060 年の総 59.0

年 8.6 14.6 、 年 29.9 50.7 、

20.5 34.7 とな ていくと推計 ます。 

な 、 的に 、2100年以降、 県の 50 の 定していく  

ものと展 すること きます。 

表 65 総 ・年 3 分 の見  
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ついて 定 のき し るなど、 の 定 に 、 ましい も

ています。 

県 、こ した を し、 県の 、 指す 実

に よ 、 の に や て の 進、 の

による な の など、 す き を的確にと えた 、 る

施策を総 して 対策に り組 いくこととします。     
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 理 の の  
県民 とり を実 きるやまなし の実 に 、 ー ー つ

実に事業の成果を ていくため、 な り組 を し、 果的・ 的に推

進していく ります。 

計画に いて 、 り組 の る 5つの ごとに、 の いを

実 するための 策 と、 の 的な り組 る 施策 に して、 り

組 や について します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の施策・事業 、県の 達成 きるもの ないため、県民の も

、 、関 、民 業、NPO、 ・ 関などとの ー ー

と により実施します。 

また、 計画 、 の分 ごとに定める 計画の に する県 の

指 となる計画 るため、各 計画との 合 を り、 に しな り組

を進めていきます。 

 

 

基本戦略 
（５つの戦略） 

目指すべき姿 
県民一人ひとりが豊かさを 

実感できるやまなし 

基本戦略実現のための政策 
（１７の政策） 

目指すべき姿

戦
略

戦
略

戦
略

戦
略

戦
略

各戦略を構成する政策

政策を実現するための施策・事業
主な施策 

（１６８の施策とそれぞれの事業） 
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 総合計画の と関 する な 計画 

 めの やまなし 成  

・ やまなし もの くり推進計画 

・ やまなし くり推進計画 

・ やまなし 等推進計画 

・ やまなし 推進計画 

・ 推進計画 

・ やまなし 業 計画 

・ やまなし ・ 業成 業  

推進  

・ 業・ 業 計画 

 

 

 

 やまなし  

・  

・ 計画 

・ 推進 計画 

・ ー 推進計画 

 

 

 

 やまなし 進  

・ やまなし ども・ て  

・ 画計画 

 

 

 

 

 

 

 やまなし 実  

・ 計画 

・ や 21 2  

・ 計画 

・ やまなし  

・ やまなし ・  

・ 2 計画 

・ やまなし ー ジ  

・ 対策実 計画 

 

 

 

 

 やまなし  

・ 計画 

・ 会 計画 

・ 推進計画 

・ 推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年度に策定・改定を ているもの

を ため、 のものを ます。 
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 めの やまなし 成  

57 

 の  

策の  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2030 年を に

策の や

り組 に

ついて して

います。 

策の  

策の り組

に関 する

や、 に

る に

ついて して

います。 

策により実

を 指している

を して

います。 
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 めの やまなし 成  

58 

 の  

の  

県 の な の により、県民の を実 し、 につな ていくために

、 に対 した 業の や、 県の た の などにより、県 、 に

を し、 県 を していく を ていく ります。 

また、 の 、 の のよ に、 県 、県 との たな 通

確 したことを に、 きく 展して り、 ニ の開業により や

との に ること、 の開通により、 と

を結 ー の結 になるとい 会を に する ります。 

このため、やまなしを する 業の 成 策 、 業の 策 、 業の

成 業 策 、 業の成 業 策 、 業や を る 業の

策 とい た 5つの 策により、 県 の を ります。 
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 めの やまなし 成  

59 

 の  

の  

的に進 いる 4 業 、こ ま のもの くりの を きく え、

業 や に 会 を していくと ています。 のため、 県の

業 る 業の た の を しな 、 たな 等を り 、

も成 ている や に関 した 業や、 の ーに関

した 業などの 成を ります。 

また、成 見 ま る ジ や に る成 の る と、

や ニ により、 に し、 を じめ、

や に となる る 、 としての

の などを して民 の などを進めるとともに、

・ の開 を とした県 業の などにより、 を

業の 成を ります。 

 

 

 

 

 

県 業の や に しているとい などを した成 業の

成、 進 、県 の と たな の の確 実 しています。 

する
業の 成

県民

県

業
関

業

 成 業 成への  

 県 等の  

 県と した 実施 

 業 の  

 施策の の 定 

 の  

 業への 報  

  

 を した

の開 、 分 進  

 による
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 めの やまなし 成  

60 

 の  

の  

県に 、 る を じめ、 の の など つの

や、 等の 的な や 的 、 の や 、県 各

に る とい た に り、 を として

に ります。し しな 、 び り、 業の なる

価 に努める ります。 

のため、 業の く の に り組 とともに、 の

を した の き や、 ・ 27に対 した 推進、

に も る ジ を とした への対 などに

り組 いきます。 

 

 

 
 

 

 

県 の の まること 、 し、 業の

しています。 

 
27 に を見たり、 を だ なく、 の な の や 、 に たり、 との

を通じて、 しい 見や を めることを した の  

業の

価

県民

県

推
進

通
事業

事業
業 等

 への もてなし 

 県 への  

 の  

 報の  

 報の  

 推進 等の  

 事業 の策定 

 ー の ・分析 

 る ー  

 度 への 組 

 の 画・  

 通の  

 施策への  
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 の  

の  

ど やももなどの果実 、 県の 業 の を める とな てい

ます。 、 などの に え、 ジ を とした に い

て、 の と を進め、 価 の い の

を ります。 

に、県 の や 、 、 、 きなどの を るとともに、ICT

等を した ー 業28の 、 及を進めるなど、 の や を

進め、 の を ります。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

な県 の するとともに、 し、 価 の

い として ることにより、 の しています。 

 

 
28 や 報通 ICT を して、 ・ や の実 を推進する たな 業 

業の

成 業

県民

県業等

業

 県 の  

 な 等の

 

 等への

 

 開 ・ 指  

 の  

 の推進 

 な の  

 ー 業の実  

 ー 業のための

開  
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４ の  

の  

県の 、 的な る 50年 以 の 6 を えているなど、

的な を えていること 、この を した 業の成 業 を進め

ていく ります。 

このため、 施業の や、 通施設 への などによる

の い の 定 とともに、 や などへの たな 開 、公

等への 的な による を進める 、 の 業と、 ・ の

関 業 した ー の を るなど、 て、 て、 え

る とい の に た り組 を推進します。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

な の により、 業及び 業 成 業 し、 たな

の や、 業 業 の など しています。 

 

業の

成 業

県民

県

業等

事
業 等

業事
業 等

 県 の 的な  

 民 の ・  

 県 の公 へ

の  

 県 の公 へ

の  

 県 の  

 県 の 的な  

 施業の  

 県 の 定  

  

 な県 の

定  

 県 の 開  
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 の  

の  

などの 的に認 てきて り、織 などについても

進 つつ ります。 、 い や 度な を し、 を め、 に

を進め、 の い 業へと していく ります。 

また、 な 業 県 、 に した たな による 果を

に 及 、 を するため、 業や ー 業など、 に

した 業の を ります。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

業の 進 、 価 の い として に る認 度

まること 、事業 の り しています。また、 に した 業も

、 の 進 こと 、 しています。 

 

業等
の

県民

県

関
等

関等

業等

 県 の認  

 等の  

 等への  

 等への  

 の  

 への 組 

 事業 等への  

 な の  

 に る事業  

 県と した  

 事業への 等 
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の  

に た て 展していくために 、 を どもた 、どのよ な

に ても、 とりに き合 た、きめ の い を ること き、

の を しな 的に する とな ていく ります。 

また、 4 業 の進展などにより め る する 、 の

も いて り、 の を していくために 、 の 業と し、 に

た の確 、 成を進めていく ります。 

このため、 とりの を した の推進 策 、 業を える の 成・

確 策 、 や ー の による の 策 とい た 3 つの

策により、 を の 成・確 を ります。 
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 の の 進 

の  

の などによる を じ ることなく、 とりに き合 た

きめ の い を実 するために 、 の を るとともに、

き と どもと き合 ための を確 し、よりきめ な指 を ていく

ります。 

このため、 に る の や の と て、公

の に る の計画的、 的 により、 の 実を り、

とりに き合 た、きめ の い を ること きる の実 を

ります。 

また、 成 の を る な ること 、 、

県の な を した などを通じて、 どもた の 的 や を

の 実を ります。 

 

 

 

 

 

の 実し、 ども とりとじ くりと き合

、 の に じたきめ な指 ています。  

を
した の

推進

県民

県

業等

等

等

 への  

 の  

 の実施 

 と の  

 の策定 

 県 の  

 の ・  

 ・ への  

 の い の  

 ・  

 の 実 

 の  
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の  

業 きく する 、 め る きく して り、 に対

した 成を るとともに、 の県 への を 、県 への定 を るために、

県 業への を していく ります。 

このため、 の 業 成のための 関等を 分に する 、 業 と

の などにより、 の 業に め る 等を する 会を し、

する の 成を進めるとともに、 く を し、県 なく県

することや、UI ー を すことなどにより、 な の確 を ります。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

の に対 した 業 の 成 るとともに、県 への や 業

し、 な な事業 を えています。 

業を え
る の
成・確

県民

県

関
等

業

関等

 県 業の の  

 業や 業 

 報  

 等の実施 

 な 等 

 業等への 報  

 の 成 

 の  

 の  

 ・認 度の  
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 の の  

の  

どもた こ の を きる を ために 、 のと た ・

・ の 成 す。また、 を通じて、 や ー に い し

会 ること になり、 の にもつな ります。 

このため、 の り組 に え、 に いた

策や、 ・ の開 を とした り組 により、

、 ー の を推進し、 の を に して 分 しく に

すための くりの実 につな ます。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

に た て、 や ー に し 会 実し、 のと た ・

・ の 成 るとともに、 な を るための な とな

ています。 

 

・
ー の

県民

県

等

ー

等

等

 的・ 的な

 

 ー の実  

 の や

ー の ・  

 総合的な や

ー の ・  

 や ー に

し 会の 実 

 の 実 

 等の  

 ー の 及 

 指 成・  
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 進  

の  

進 、 の を し、 成 を していくために 、年 、

、 や の 、 、 などの 事 等に関 、こ ま いた も

たに よ にな た も、 も を通じて きる くりを進める

ります。 

に、 の 的な を するために 、結 ・ ての 実 しにく

い状況を すること り、 て の 実などにより、結 や の

い、 して どもを てること きるよ な くり す。 

また、 な と を ている 、 、 の に じて や

の を し、 会の い として きる 会の実 に て り

組 を進めていく ります。 

こ の り組 により、 ての る 会 実 き 、 成 、

の見通し 確 なものとなり、 の 、 の につな るとともに、 的

に への対策となると え ています。また、 への な の

、 な の ることにより、 いている の 合の や ー

の 、 成 していくこと ています。 

このため、 も や を きる の 策 、 を える て

等の 実 策 、 への との の 策 により、 も を通じて

きる の を ります。 
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 の  

の  

する 、 の を していくために 、 も 分の つ や

を し、やり いを て 等 となる くりを進めていく

ります。 に、 いに の を しつつ を分 合い、 に関 りな

く、 の と を 分に すること きる くり り、こ によ

り、 くの を めている の や、 年 を とした 県への定

の 進とい た 果も きます。 

このため、 などを とした を見直し、 の を す

など き 改 を推進するとともに、 画 会の実 に た意 改 や、

業等の り組 への を い、広く も も きやすい くりを進めま

す。 

に、年 、 や の 、 などの 事 などに関 、 の

に じて、 や の となり、 会の い として すること

きるよ 、 や、 と 事の 、 予 などの り組 を進めると

ともに、 も 分 しく、いきいきと すこと きる、 を する 会の

実 を ります。 

 

 
 

、年 、 や の 、 などの 事 等に関 、 の

に じて、 や の を い、 も きる 実 しています。 

や を
きる

の

県民

県

関
等

NPO
等

業等

 な の  

 な き の実  

 報  

 の  

 県民・ 業への意  

 業等の 組 進 

 な ・ の  

 事 等の  

 き 改 の実  

 に じた  

  

 会等の  

 等の 画・実  
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 の  

の  

とりの に して、結 や の い、 して どもを

てること きる を えること 、 的な る 対策として

に す。また、 てしやすい くり 、 事と ての を 進し、

て な すること となり、 て の定 にもつな り

ます。 

このため、 て を の確 に努めるとともに、 と して、結 、

、 ての各 ージに いて、 な を ること き、 して

どもを てること きる を します。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

とりの結 や の い、 して どもを てること きる

ています。 

て
の 実

県民

県

関等

業等

NPO
等

 ー 等の  

 しい の  

 ー の  

 て 施策の推進 

 の 成 

 等の  

 ・ の  

 会いの の  

 て ・  

 の  

 の意 くり 
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 の の の  

の  

の を し、 の い を確 していくために 、 も きる

くりに え、県 への との を していく ります。 のため、

・定 を するための を設 、 県への を する への を

するとともに、 的な の を広 るため、 的に に関 る関

の 、 に り組 ます。 

また、県 業の する 、県 業への を するなど

の を 進するとともに、 との 会実 に た を推進

します。 

 

 

 

 

 

 

 

を るための 、 への との

るとともに、 たに県 くよ にな た の を 分に し、

する ています。 

 

との
の

県民

県
関等

業等

 な への  

 等の  

 進の 報  

 対  

 業への 報  

 等への  

 のための  

 に た 対  

 の の  

 ー 等の  
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４  

の  

、 県の に ります 、 100 年 る 、この

を に めていくとともに、 ま て 、 の 、 き、 いを える

の ージに いて、 も して すこと きる 会を する

ります。また、 と した な 会への 的に め て り、

の た の と や、 ーの 及や CO2 の に

よる 対策に り組 いく ります。 

このため、 ・ を る の確 策 、 して 分 しく す

こと きる の 実 策 、 と した な 会への 策 に

より、 して すための ・ ・ の 実と な 会への を ります。 
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 の  

の  

100年 の となるため、 して を ること きる を

確 するとともに、 も い に る の なる により、県民 と

りの QOL の の を ていく ります。 

このため、 と る きるよ 、 や などの を

確 ・定 や、 の を るとともに、 などの 対策、 や

等の ー を した 的な くり、 予 などを進めます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

分な 確 、 も して を ること きる

るとともに、 予 や 予 などの り組 進 、 の

ています。 

の
確

県民

県

関
等

等

関

 くり の実  

 な 関の  

 報の  

 各 等の実施 

 の  

 等の  

 会の実施 

 ー  

 な の  

 の確  

 の 成 

 の  
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 の  

の  

に 、 や ども、 の る ・ない など な しています。

度・分 ごとの りや え 、 とい 関 を えて、 民や の

な 事として 画し、 と 、 と や分 を えてつな ること 、

民 とりの しと き い、 をともに ていく 会を実 して

いく ります。 

のため、 ム29や ー 、 予 対策、

対策など のニーズに対 した り組 を進めるとともに、 を える の

確 ・ 成、 の 、 な の などを推進します。 

 

 

 

 
 

 

 

 

・ する ニーズに対 する り組 進 、 も して

分 しく すこと きるよ にな ています。 

 
29 の の と の の 的のもと 、 な り た 、 分 しい しを の

ま ること きるよ 、 の 的な ・ ー  

の
実

県民

県

会
議

会等

NPO等

会

等

 への  

 度への  

 の  

 の推進 

 ー  

 意 ・ 報  

 に した  

 関 関との ・  

 ー の  

 ー の の  

 のニーズ把握 

 会 の実施 
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 の  

の  

会 、 的な と の をもた す 、 など、

な を き こして り、 年 、 による など た

な も じています。 ーや による 対策などにより、こ した

に に対 するとともに、SDGs の え も し り る の 的な

を とする な 会を していく ります。 

このため、県民や 、 業・ 等と しな 、 な

などの を るとともに、 県の る な や な などの を

し、 ・ ・ 会 する な 会 くりを進めます。また、

ー ーの や、 ・分 ー ムの 進、県民総 に

よる 対策を推進します。 

 

 

 
 

 

 

対策として ー ーの や に した

するとともに、 の と の の 、 な 会への

進 います。 

な
会への

県民

県

関
等

事
業 等

業等

 に した  

 県民 等への  

 報  

 関 事業の実施 

 策定と意  

 等の実施 

 ・ の実施 

 の  

 に しい  

 の実  

 ー ーの
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の  

県 る な や、 の を える をし りと していくた

めに 、 会実 進め ている などの を めた、 な や の

を とする 通 の 実や、 する る 等を

し、 の と な のための り組 となります。 

また、 ー の対策と て、 に していくための の や

ニ の 、 の の確 など、 の り組 を進めていく

ります。 

このため、 業・ を える 通 の 実 策 、 に い な県

くり 策 、 な と を える ニ くり 策 により、

業や の くりを ります。 
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 の  

の  

などを めた や などの 、 ムーズな 等への など、

通 ー 、 業 に な県 の や の を える を果た

しています。 に、 ニ の開業により に した の

を、 県に 及 るための 通 の となります。 

また、 の い や 関への通 、通 ・通 など、 の な のた

めに、 などの施設と て、県民の となる公 通の確 を る ります。 

このため、 状 などの や などの により、

な 通 ー の 実を るとともに、ICT などを した など、

・ ムの ・推進を め、公 通の確 や公 通を する

たな 通 ー の に た り組 を進めます。 

 

 

 

 

 

ー 等の 進 とともに、県民の となる公 通など 確 、

業の や の 確 ています。 

通
の 実

県民

県

等

関
等

通
事業

 公 通等の  

 への  

 県と した  

 公 通等の確  

 等の実施 

 事業 への き  

 等の  

  

 公 通 ー の  

 の  

 

 事業 への き  
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の  

への対策として、 の を るとともに、県民の や公

施設の を し、 会的に な を するための り組 り、

した 合も、 な となります。 

このため、 や 施設の 、 の改 、 業 の 、

施設や の などを進めるとともに、施設の 対策にも り組 、 に い

くりを進めます。また、 、 に関する ジ ムの開 や

の などを通じて、県民に に対する意 や、 の 及を るととも

に、 の実施などにより県民の 意 を め の対 の を り、

した 合に 、 の ・ となるよ の や、 の

となる の に り組 ます。 

 

 

 

 
 

 

 

を するための施設 などとともに、 ・ ・公 の な組 合

により 分 確 、 に えた県 くり 進 います。 

な
県 くり

県民

県

関
等

関等

業等

 意 の  

 への  

 の 対  
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 対策の総合的推進 

 等の  
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 への  
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 に関する  

 成果の  
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の  

な の ・ のために 、 と つな り、 の となる

ニ の るため、 ま た も も め も

ニ の として定 するための や、 な による への

、 に る 対策など す。また、 の のため、 き 対

策や 対策、 な くりなどにも り組 く ります。 に、

などの に いても県民 したい し ること

きるよ 、 等を し、 の進める な の 成などにより、 の

など る くりを る ります。 

このため、 等と して、 などに対して、きめ な を を

え、各 への定 を進める 、 対策や き 対策、 対策など しや

すい くり、 な の などによるま くりを進めます。 

 

 
 

 

を な や など しやすい くりに 画するなど、

ニ ています。 

と
ニ

くり

県民

県

関
等

業等

NPO
等

 の への  

 意 等の  

 の定  

 関 等の  
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 等への  

 の の実施 

 等の実施 

 や 業との  

 の 成 

 の 等への 組 

 への  
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80 

 の  

直 している な 会 ムの の を りな 、 に

て 展していくために 、県民の を に きな 、 たな施策に 的に

ジをしていく ります。 に、 の な 県 、 い

た り組 のための を確 し、 な を確 すること す。 

に いて 、 に関する なども進め ています 、2018 成 30 年に

報告 た総 の 会 、2040 22 年に た たな

の 的 え として、AI などの しい を し、より ない 的に事

を する ー への 、 の と 県による を

に進めた ジ と の など ています。 

県 直 している を していくために 、 ー への によ

る業 の を るとともに、県 の とり 、 の業 の 、 に

る な をし りと把握し、県 に り組 く き るの 、

え、事業の PDCA 30により 的な見直しを いな 、 の施策等とも し

た たな り組 にも 的に ジしていく ります。 

また、こ の り組 を えるための の確 について 、 度改 のための

き や、 の や の などにより、 の を しな 、

の確 にも努めていく ります。 

 

 

  

 
30 Plan 計画 、Do 実 、Check 定・評価 、Action 対策・改善 を な とする ジ  
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 の の の の  

県を り く の や、 ・ する ニーズに対 していくために

、県民ニーズを的確に え、 に対 きる県 り る ります。 

このため、AIやRPA31などの のICTを に する ー を し、

業 の を進めるとともに、県 の とり 、 の業 の 、 に

る な をし りと把握するとともに、 事と県民の意見 の の設定や、

・県 ・ 、 の い の の ニ ー の 等により、

の 認 や たな施策の実施のための意見 を 的に ていきます。 

このよ にして把握した な ニーズに対して、事業の PDCA に い

た 的な見直しを進めるとともに、 の施策の なども把握しな 、県

しい施策に 的に ジしていきます。 

 

  

に た ジに り組 くために 、 を える な

を ていく ります。 

このため、 たな に に対 するための 成・組織 くりに り組

とともに、 の 意 を し、 き 改 に り組 ます。 

また、 り組 の となる 等の確 について 、 確 対策等による

の確 もとより、 の を するとともに、民 業等の を

するための り組 を進めます。 

 

 

 

 
31 Robotic Process Automation の 、 による業  
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 計画の 進 

計画を実 の るものにするために 、県民 とりを じめ、 な と

指す き 県の を し、 を果たす 、 り組 を進めていく

ります。 

また、 県のま ・ と・しごと 総合 として る 計画に いて

、ま ・ と・しごと に関する の ジ や総合 等との 合を りつつ、

計画に る ての施策の推進により 対策の 果を ることを 指し

ていくこととします。 

に、 通の 標とな ている SDGs の を踏まえて り組 を進めていく

ことにより、 となる や 業、関 、 関等と、SDGs の を に、

を し、 すること となります。 のため、SDGs の も踏まえて、計

画を推進していくこととします。 

計画を 果的に進めていくために 、施策・事業の実施状況等について し、

に じて見直し・改善を ていくこと す。 のため、年度ごとに施策・事業

の進捗状況の を い、計画の 果的な推進を ります。 

 

（ ） の （ ） 

などの な に き合い、 の進 などによ てもた る し

い 会 Society5.0 に対 しな 、 県民 とり を実 きるやまな

し を実 すること 、県 の きるもの なく、県民 も 、 、

関 、民 業、NPO、 ・ 関などの な 、 の を果

たしな 、 いに して り組 く ります。 

価 し、 も する 、 の なる な するため

に 、 県民 とり を実 きるやまなし を実 するとい 標を

し、対等な 、 の ・ のもと、 いの を認め合いな

していく により り組 いくこと す。 
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計画の推進に た て 、 な と ・ する ー ー を し、

施策・事業の推進を ることとします。 

に、 通の を える 県と し、 県だ 対 に る り

組 や、広 的な対 となる への対 について、 の 県 つ

や も り な 、 に て り組 いきます。 

 

（ ） の  

この計画 、ま ・ と・しごと 9 1 に 定するま ・ と・しごと

に関する施策についての 計画の も ています。 

こ 、 2 に き、 に る 4つの 標を設定し、 た

策 に る施策をこ の 標のもとに関 、 策 の を え

て分 的に推進することにより、 る施策・事業を して、 に たり

る 会を するための ま と しごと の に り組 いきま

す。 

り組 に た て 、 的な 策として に たり展開

るもの ることに 、 と を合 て、また、 の を しな

進めていくこととします。 

 

ま の 県民 いの る な を して こと きる 会の 成 

と の 会を な の確  

しごと の に る る な 業の 会の  

 

  

 

 業の 価  

標 2016 成 28 年の 10 の 2021 3 年  

 

 

  やまなし に を き、この に し ていくために 、 的な
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の 定 、 に る の を すること す。 

  このため、県 の各 業 の などにより い 価 を し、事

業 に る と の 県民の につな るよ するとと

もに、 業等と して、 年 た を 分に しな やり いをも

て り組める の ージ としての 事 くりを 進することにより、県

の に やまなし をもた す 的な の を ります。 

  に、こ した 業と を える と の を確 し、 の を

していくため、 の 実や、 する 業 の 成などにより、

に た の確 ・ を進めていきます。 

 

 の の  

 

 会  

  状  2,454 2018 成 30 年  

  標 の 1,227 2022 4 年  

 

 

  への の する 、 県に いても、 に 年 に る

しく、 の きな とな ています。 

  こ した状況を改善し、 県 の と を していくために 、

の に え、 とを び 組 を すること す。 

  このため、2027 9 年に予定 る ニ の開業を の 会とし

て、 県の な 、 る や とい た を し、

業 や を推進するとともに、 年 を とした UI ー を して 県への

・定 を することや、 の やまなし への関 と を く

関 を ・ することなどにより、 県に とを きつ る り組 を

していきます。 

 

 の  

標  

 合計  

  状  1.53 2018 成 30 年   標 1.6 2022 4 年  

 

 

  県民の を実 し、 て の をくいとめるために 、
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結 したい どもを く たい とい た なえ 、 して ・

て きる ー ・ ・ に た 会 を えていく

ります。 

  また、 や 進 る を していくために

、年 や 、 ・ の 、 、 事 などに 、 も

と をも て きる 会を実 していくこと す。 

  このため、 会い 結 ・ ・ ・ てま の に じた のない

を し、 事と の など てしやすい くりを進めるととも

に、 の と意 を 分に し きる 会の に り組 ます。 

  また、 や ・ る も や の を きるよ 、

や、 と 事の 、 予 などの り組 を していきます。 

  に、 の に る ・ を し、 業の い として、

また、 ニ の い としての を していきます。 

 

４  

 

 県民の に対する 度 

  標 に る の 度 い県民の 合 80 以  

2022 4 年度  

 

 

  と い、 を実 しな しを ること きる 会を実 するた

めに 、 会 や の 、 の など、 の しい の

に じた くりを的確に進める をも て、 業や県民 を える 会

を え、県民 して すこと きる を していく りま

す。 

  このため、 4 業 による の成果を 会に り つつ、

・ の や くり・ 予 の り組 、 の ・

対策などの り組 により、 して る な 会への を るとと

もに、 の や 公 通の確 などの 通 ー の 実、 の

に えた 報 の などにより、 ・ に すこと きる やま

なし をつくり ていきます。 

  また、 ・ 会の開 を とした ー の

や の などを通じて、 や に すこと きるよ な

くりを推進します。 
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（ ） （SDGs）の の  

な開 標 SDGs 、2015 成 27 年に に いて、

り ない と の る 会の実 のための 標として、

会 ました。 

に いても、2016 成 28 年に策定した な開 標 SDGs 実施指 の

、 として に す きものとして 8つの を設定し、 り組 く

こととしました。また、 に いても、 な計画の策定に た て、SDGsの

を 反映するよ しています。 

SDGs 、 な を 、 る と の を すること の

の り、 り ない と の る 会

の実 を 指すとしています。 

この え 、 計画の した り組 の と を にするものと

え るため、計画の推進に た て、SDGs の に く 8 つの と 策

の関 を すことにより、SDGs も 定している な と 標を し、施策・

事業に り組 いくこととします。 

表 66 8つの と 的施策の  

 的施策 

る の の推進 
総 会の実 の推進 どもの 対策

の と 会 の 実 

・ の達成 
対策 の 対策や ム 公

への対 ジ の への対  

成 の 、

、 ー  

の の

ー な  

な と の

い の  

の推進・ 開 ・ の 組 の

い の推進 

・ ー、

対策、 会 

・ ーの ・ 展開の推進 対

策 会の  

、 、 等の

の  

への対 の な ・

・  

と ・ 会の実  
組織 ・ ・ 等の対策推進 ・

の の 進 

SDGs実施推進の と  
ー ホ ー ー ー に る

SDGsの の SDGs実施  
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表 67 県総合計画の 策 と な開 標 SDGs の 8つの の関  

          

  

る

の

の
推
進 

・

の
達
成 

成

の

 

な

と

の

い

の

 

・

対
策

会 

等
の

の

 

と

・

会
の
実

 

S
D
Gs

実
施
推
進
の

と

 

 

①やまなしを する 業の 成         

② 業の          

③ 業の成 業          

業の成 業          

業や を る 業の          

 

① とりの を した の推進         

② 業を える の 成・確          

③ や ー の による

の  
        

 

① も や を きる の

 
        

② を える て 等の 実         

③ への との の          

 

① ・ を る の確          

② して 分 しく すこと

きる の 実 
        

③ と した な 会への          

 

① 業・ を える 通 の 実         

② に い な県 くり         

③ な と を える ニ

くり 
        

 計画の推進         
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（４）計画の進捗状況の管理 

① 計画の進捗状況の評価 

毎年度、各施策事業の実施状況や成果を把握するとともに、施策ごとに設定した

成果指標の達成状況を確認し分析することにより、計画の進捗状況について総合的

に評価します。 

 

② 評価結果の公表等 

【県議会及び総合計画審議会への報告】 

計画の推進に関して意見をいただくため、県議会及び総合計画審議会に評価結果

を報告します。 

【県民への公表、県民ニーズの把握】 

県ホームページを通じて評価結果を県民に広く公表するとともに、県民との対話

などを通じて県民ニーズの的確な把握に努めます。 

 

③ 施策・事業等の改善・見直し 

評価結果について、県議会等の意見や県民ニーズも踏まえ、翌年度以降の予算編

成や、組織の見直し、施策事業の展開に反映していきます。 
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